
CAMPUS
P R E S S

JULY

2025

No.124

長崎総合科学大学
学 報

NEW STUDENT INTERVIEW
話・題・人 特集
未来創造寄付金
附属高等学校ニュース
information

Information
　本学では、大学教員が高校などに出向いていく出前
講義を実施しています。生徒の皆さんに大学講義の雰囲
気を感じていただき、さらに日常の授業では体験できな
い、より専門的な内容や最新の研究成果などについて、
わかりやすくお話しするものです。

NiASセミナー
『出前講義』豊富なメニュー

　高校におけるキャリア教育、進路指導の一環として、本学
の施設・設備を利用した学習プログラムを準備しています。

学校推薦型選抜、一般選抜（Ⅰ期・Ⅱ期）および
共通テスト利用選抜にて選考

対象は人物に優れ、成績上位の者。上位をA1、それに次ぐ者をA2とします。 
A1は授業料の全額を免除、A2は授業料の半額を免除します。
別途、「長崎県地域枠特待生」を設けています。詳しくはお問い合わせください。

※総合選抜女性枠及び外国人留学生入試はB2のみの選考になります。
※成績不良等で取り消し有

『体験学習』多彩なプログラム

　長崎総合科学大学の2026年
度入学者用の大学案内パンフ
レットと学生募集要項が完成しま

した。パンフレットは「大学案内」のほか、概要を紹介した「ダイ
ジェストガイド」があります。お気軽に資料をご請求ください。

資料請求
受付中

大学案内
パンフレット発行！

出前講義、
体験学習
申込受付中

◎詳細は教育研究支援部  入学支援センターまたは
　大学ホームページ https://nias.ac.jp/まで

0120-801-253
E-mail  nyushi@nias.ac.jp

お問い合せ先

時間 9：30～14：30（予定）
※受付 9：00～

場所 長崎総合科学大学
グリーンヒルキャンパス

OPEN CAMPUS

ニアス

7.20   8.24日 日

A特待生

総合選抜にて選考
対象は、スポーツにおいて優秀な成績を収め、それを本学で発揮しようとする者。
ただし、対象競技種目はサッカー。授業料の半額を免除します。

スポーツ特待生

在学生の優待制度
3年生または4年生で学力および人格が優れた者に対して授業料を免除します。
3年生は2年次までの成績、4年生は3年次までの成績が選考対象となります。
（3年次で優待生に採用された者も、4年次には再度選考となります）

総合型選抜および
外国人留学生入試にて選考

対象は、高度な特技・資格を有し、それを本学で発揮しようとするなど、特色のある者。
上位をB1、それに次ぐ者をB2とします。 
B1は授業料の全額を免除、B2は授業料の半額を免除します。

B特待生

※詳細はホームページ等でご確認ください。

※NiAS（ニアス）は、大学の英文名
　Nagasaki Institute of Applied Scienceの略称です。

https://www.instagram.com/n.souka.dai
@nias SNSでも情報発信中

本学サイトに
アクセスできます。

長崎総合科学大学「Instagram」＆「LINE」！ 大学の様々な情報を配信しています。ぜひ、ご登録ください。

※成績不良等で取り消し有

※成績不良等で取り消し有

学費サポート制度（特待生制度・優待生制度）

オープンキャンパス2025

入
試
日
程

※本学での
個別試験は
課しません

総合選抜
普通科枠
専門学科枠
総合学科枠
女性

スポーツ特待枠

地 域 枠

学校推薦
一般推薦　専門、総合推薦　指定校　

一般選抜

共通テスト利用選抜

入試区分 出願期間 試験日
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅴ期
Ⅵ期
前期
後期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅴ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

9 /22（月）～10/ 3 （金）
10 /27（月）～11/10（月）

11/24（月・祝）～12/ 5 （金）
1 / 6 （火）～ 1 /27（火）
2 /16（月）～ 2 /27（金）
3 / 2 （月）～ 3 /13（金）

11/ 3 （月・祝）～11/10（月）
11/24（月・祝）～12/ 5 （金）
11/ 3 （月・祝）～11/10（月）
11/24（月・祝）～12/ 5 （金）
1 / 6 （火）～ 1 /27（火）
2 /16（月）～ 2 /27（金）
3 / 2 （月）～ 3 /13（金）
1 / 6 （火）～ 1 /27（火）
2 /16（月）～ 2 /27（金）
3 / 2 （月）～ 3 /17（火）
1 / 6 （火）～ 1 /30（金）
2 /16（月）～ 2 /27（金）
3 / 2 （月）～ 3 /17（火）

10/18（土）
11/16（日）
12/14（日）
2 / 8（日）
3 / 7（土）

3/20（金・祝）
11/16（日）
12/14（日）
11/16（日）
12/14（日）
2 / 8（日）
3 / 7（土）

3 /20（金・祝）
2/7（土）・ 8（日）

3 / 7（土）
3/20（金・祝）
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NEW STUDENT INTERVIEW!NEW STUDENT INTERVIEW!

長
崎
総
合
科
学
大
学
を

志
望
し
た 

理
由
は
な
ん
で
す
か
？

長
崎
総
合
科
学
大
学
は
ど
ん
な
感
じ

大
久
保 

風
香 

さ
ん

屋
久
島
お
お
ぞ
ら
高
等
学
校（
熊
本
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

船
舶
工
学
コ
ー
ス

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
海
に
興
味
が
あ
り
、将
来

は
海
洋
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。本
学
の
船
舶
工
学
コ
ー
ス
は
、実
践
的

な
教
育
と
充
実
し
た
設
備
が
整
っ
て
お
り
、専

門
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
の
に
最
適

な
環
境
だ
と
感
じ
、志
望
し
ま
し
た
。

菊
地 

あ
い
な 

さ
ん

海
星
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科

知
能
情
報
コ
ー
ス

　

本
学
を
志
望
し
た
理
由
は
、本
学
独
自
の
A
I

シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
、長
崎
県
警
サ
イ

バ
ー
捜
査
官
に
な
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。実

際
に
学
ん
だ
事
を
活
か
し
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
自

動
化
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
な
く
す
ソ
フ
ト
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、在
学
中
に
情
報
処
理
技
術
者
試
験

の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。 彌

永 

葉 

さ
ん

長
崎
日
本
大
学
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

建
築
学
コ
ー
ス

　

私
は
坂
が
多
い
特
徴
的
な
地
形
を
持
つ
長
崎

で
学
ぶ
こ
と
で
他
の
地
域
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

が
で
き
る
と
考
え
こ
の
大
学
を
志
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、実
際
に
そ
の
地
域
を
見
学
す
る
こ
と
な
ど

た
く
さ
ん
の
体
験
学
習
が
で
き
る
点
や
就
職
に

強
い
点
も
と
て
も
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。

川
口 

虎
徹
さ
ん

長
崎
県
立
長
崎
工
業
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

建
築
学
コ
ー
ス

　

入
学
し
て
2
か
月
が
経
ち
、新
し
い
学
校
生
活
に

も
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
学
で
は
自
分
が
興

味
の
あ
る
講
義
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。建
築
学
コ
ー
ス
で
は
、フ
ォ
ー
ラ

ム
研
修
で
佐
賀
県
の
様
々
な
建
物
を
友
達
と
楽
し
く

見
る
こ
と
が
で
き
て
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

嶋
　
真
帆 

さ
ん

長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工
学
コ
ー
ス

　

私
は
将
来
的
に
、長
崎
の
地
域
活
性
化
を
目
指

し
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、本
学
を
志
望
し
ま

し
た
。本
学
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工
学
コ
ー
ス
で
地
域
社

会
の
問
題
解
決
や
S
D
Ｇ
s
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
と
実
践
的
な
力
を
身
に
付
け
、持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

山
口 

夏
輝 

さ
ん

長
崎
県
立
長
崎
南
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科

生
命
環
境
工
学
コ
ー
ス

　

私
が
こ
の
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
、物
理
を

学
ん
で
い
な
い
学
生
や
苦
手
な
学
生
の
た
め
に

ク
ラ
ス
を
分
け
た
り
、特
別
な
講
義
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、誰
も
が
物
理
を
理
解
し
、理
系

科
目
を
学
べ
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
点
で
す
。ま

た
、私
の
コ
ー
ス
で
は
、工
学
部
医
療
工
学
コ
ー

ス
の
講
義
を
一
部
選
択
す
る
こ
と
で
、食
品
衛
生

管
理
者
・
監
視
員
の
免
許
取
得
に
必
要
な
単
位

を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
、 

さ
ら
に
教
員
免
許

も
取
得
で
き
る
点
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

N
G
U
YEN

 Q
U
A
N
G
 PH
A
P 

さ
ん

グ
エ
ン 

ク
ア
ン 

フ
ァッ
プ

T
H
P
T 

T
H
U
O
N
G 

T
I
N
高
校（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）

別
科
日
本
語
研
修
課
程

　

本
学
の
大
学
院
を
修
了
し
た
姉
か
ら
、こ
の
大
学
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
大
学
は
学
費
が
安
く
、

先
生
方
も
優
し
い
で
す
。ま
た
、私
が
学
び
た
い
コ
ー
ス

が
あ
る
点
も
魅
力
で
す
。別
科
を
卒
業
し
た
後
、こ
の

大
学
で
経
営
を
学
び
、将
来
は
ベ
ト
ナ
ム
で
日
本
料
理

店
を
経
営
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、今
は

日
本
語
と
数
学
の
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Q.1

Q.2

韓 

竺
君 

さ
ん

三
河
市
第
二
中
学（
日
本
の
高
等
学
校
に
あ
た
る
）（
中
国
出
身
）

別
科
日
本
語
研
修
課
程

　

今
、私
は
別
科
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。初
め
は
日
本
語
で
話
す
こ
と
や
日
本

の
生
活
に
自
信
が
な
く
不
安
で
し
た
。で
も
、

先
生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
親
切
に
助
け
て
く

れ
ま
し
た
。授
業
で
は
、日
本
語
だ
け
で
な
く

日
本
の
文
化
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
教
え
て

く
れ
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
は
緑
が
多
く
明
る
い

雰
囲
気
な
の
で
、毎
日
楽
し
い
気
持
ち
で
通

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

入
学
し
て
約
2 

か
月

丸
田 

夏
実 

さ
ん

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校（
長
崎
県
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

医
療
工
学
コ
ー
ス

　

私
が
本
学
を
志
望
し
た
理
由
は
、臨
床
工
学
技
士
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。そ
の
た
め
国
家
試
験
の

合
格
率
の
高
い
大
学
で
あ
る
本
学
を
受
験
し
ま
し
た
。ま

た
、日
頃
の
授
業
内
容
の
疑
問
を
質
問
で
き
る
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
面
も
受
験
を
決
め
る
一
つ
の
要
素
と
な
り
ま
し

た
。大
学
生
活
で
は
、し
っ
か
り
医
療
の
知
識
を
身
に
つ

け
社
会
貢
献
で
き
る
よ
う
勉
学
に
励
も
う
と
思
い
ま
す
。

小
林 

祐
大 

さ
ん

長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

船
舶
工
学
コ
ー
ス

　

大
学
で
は
、高
校
時
代
よ
り
も
専
門
的
な
授
業
や

興
味
の
あ
る
分
野
の
授
業
を
受
講
で
き
、学
問
だ
け

で
は
な
く
、部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
も
幅
広
く
行
わ

れ
て
お
り
、充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。仲
間
や
友
人
と
共
に
学
問
と
部
活
動
を
両
立

さ
せ
な
が
ら
、大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

金
子 

陽
菜 

さ
ん

長
崎
県
立
南
高
等
学
校（
長
崎
県
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

機
械
工
学
コ
ー
ス

　

入
学
前
は
男
子
の
割
合
が
多
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
新
し
い
環
境
に
馴
染
め
る
か
不
安
で
し
た
が
、周

り
は
明
る
い
人
が
多
く
、コ
ー
ス
に
関
係
な
く
、た
く

さ
ん
の
人
と
毎
日
楽
し
い
大
学
生
活
を
送
れ
て
い

ま
す
！
大
学
は
受
け
た
い
講
義
を
自
分
で
決
め
ら

れ
る
の
で
、学
び
た
い
分
野
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
！
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、失

敗
を
恐
れ
ず
た
く
さ
ん
の
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
！

 

德
丸 

泰
河 

さ
ん

宮
崎
第
一
高
等
学
校（
宮
崎
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

　

私
は
宮
崎
か
ら
進
学
し
た
た
め
、高
校
時
代
の
友

達
が
一
人
も
い
な
く
て
、大
学
生
活
や
授
業
、履
修
登

録
に
と
て
も
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、入

学
し
て
少
し
経
つ
と
友
人
も
で
き
、徐
々
に
大
学
生
活

に
慣
れ
て
い
き
、入
学
前
の
不
安
が
嘘
の
よ
う
に
消
え

て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
資
格
取
得
や
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、大
学

の
4
年
間
を
充
実
し
た
日
々
に
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎 

颯
汰 

さ
ん

長
崎
県
立
五
島
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

　

入
学
し
た
と
き
は
同
じ
高
校
か
ら
の
友
達
が
い
な
い
の
で

友
達
が
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、学
部
・コ
ー
ス
関
係
な
く

交
流
す
る
場
を
大
学
が
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
友
達
も

多
く
で
き
て
、楽
し
い
大
学
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。ま
た
、先
輩
方
や
先
生
方
は
、講
義
時
間
外
に
は
、と
て

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く
れ
ま
す
。

水
田 

悠
樹 

さ
ん

長
崎
県
立
島
原
工
業
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科

知
能
情
報
コ
ー
ス

総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工
学
コ
ー
ス

　

毎
日
、授
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。講

義
で
は
自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
詳
し
く
学
べ

る
の
で
、勉
強
が
と
て
も
面
白
い
で
す
。ま
た
、講
義
の
動
画

や
資
料
を
デ
ー
タ
と
し
て
共
有
し
て
も
ら
え
る
の
で
、復
習

も
し
や
す
い
で
す
。サ
ー
ク
ル
活
動
は
自
分
の
好
き
な
活
動

を
同
級
生
や
先
輩
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
励
ん
で
い
ま
す
。

遠
山 

愛
心 

さ
ん

鹿
児
島
県
立
与
論
高
等
学
校（
鹿
児
島
県
出
身
）

総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科

生
命
環
境
工
学
コ
ー
ス

　

今
ま
で
と
環
境
が
大
き
く
異
な
り
不
安
で

し
た
が
、コ
ー
ス
内
の
仲
が
良
か
っ
た
り
、他

コ
ー
ス
の
友
達
が
で
き
た
り
し
て
、と
て
も
楽

し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。履
修
登
録
の
際
に

自
分
が
興
味
の
あ
る
科
目
を
選
択
で
き
る
こ

と
や
参
加
し
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
参
加
で
き
る
こ
と
が
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。ま
た
授
業
の
空
き
コ
マ
に
友
達
と
話
し
た

り
、勉
強
し
た
り
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。

カ
ン
　
チ
ク
ク
ン

松
尾 

奈
緒 

さ
ん

長
崎
県
立
長
崎
工
業
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

　

私
は
本
学
の
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
室
で

行
わ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
の
実
証
実
験
に
興

味
が
あ
り
、志
望
し
ま
し
た
。ま
た
、コ
ー
ス
を
横
断
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
魅
力
で
、視
野

を
広
げ
、創
造
力
を
高
め
る
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
多

く
の
こ
と
を
学
び
た
い
で
す
。I
o
T
シ
ス
テ
ム
技
術

検
定
な
ど
専
門
の
力
を
深
め
、実
践
力
を
高
め
る
資

格
取
得
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。学
部
卒
業
後
は
大
学

院
に
進
み
、研
究
を
進
め
、パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
分
野
か
ら
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

姫
野 

祥
吾 

さ
ん

大
分
県
立
情
報
科
学
高
等
学
校（
大
分
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

機
械
工
学
コ
ー
ス

本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
た
際
、自

動
車
工
学
実
習
に
つ
い

て
初
め
て
知
り
、そ
の
魅

力
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。も
と
も
と
自
動
車

に
興
味
が
あ
り
、こ
こ
で

な
ら
好
き
な
こ
と
を
深

く
学
べ
る
と
感
じ
、志
望

し
ま
し
た
。

髙
比
良 

竜
冴 

さ
ん

長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学
校（
長
崎
県
出
身
）

工
学
部
工
学
科

医
療
工
学
コ
ー
ス

　

入
学
当
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、周
囲
の
人
た
ち

は
面
白
く
て
優
し
く
、先
生
方
も
と
て
も
親
し
み
や
す
い
た

め
、今
で
は
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、履

修
登
録
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、ど
の
授
業
が
自
分
に
と
っ
て
有

益
か
を
自
分
一
人
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、そ

の
点
が
難
し
く
感
じ
ま
し
た
。
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自然科学の
基礎法則や

仕組みを追
究し、その知

見を

                
         応用し

て新しい科
学技術を創

出する

長総大

再生可能
エネルギーヘルス

ケア

データ
サイエンス

半導体

AI EV

地域
共創

ロボット

（質量を生
成する対称

性の破れの

メカニズムを
実証するヒッ

グス粒子の
特性の精密

測定）

下島  真（SHI
MOJIMA

 Makoto）教
授

総合情報学
部総合情報

学科　知能
情報コース

専門分野：
高エネルギ

ー物理学、
素粒子実験

物理学

ATLAS 実
験

　私は202
0年までAT

LAS実験に
参加してお

り、シリコン
飛跡検

出器のR&
Dやデータ

収集装置の
開発に携わ

っていまし
た。今回

のブレーク
スルー賞は

、ATLASの
5千人以上

の科学者が
一丸と

なり、Higg
s粒子の精

密測定に1
0年以上取

り組んだ成
果を評価

されたもの
で、すべての

著者が対象
となった点

が画期的で
した。

自然界は人
間が作り上

げたもので
はなく、実験

を通じて調
べな

い限り、どん
な結果が得

られるかは
分かりませ

ん。AIに問
いかけ

ても、答え
は出てきま

せん。それ
がサイエン

スの面白さ
であり、私

はその魅力
に引き寄せ

られ、多くの
人が後に続

いてくれる
ことを

願っていま
す。

　私はAL
ICE実験に

おいて、セン
サーのデー

タを読み出
すための電

子回路の開

発を担当し
ました。FP

GA（フィール
ド・プログラ

マブル・ゲー
ト・アレイ）

という集積

回路を用い
、まるでプロ

グラムを

作成するか
のように回

路を開発

しました。こ
の技術を駆

使して、

センサーが
出力する膨

大なデー

タを一度に
処理し、圧

縮するシス

テムを構築
しました。プ

ロジェクト

は大規模
であり、国

際チームで

の開発に挑
みました。

私が当時

開発した電
子回路やア

イデアが

システムに
組み込まれ

、その結果

として得ら
れた成果

が賞に繋

がったこと
は、驚きとと

もに大変

誇りに思い
ます。

（最も短い
距離と最も極

端な条件で
の自然の探

究）

大山  健 （OY
AMA Ken

）教授

工学部工学
科　電気電

子工学コー
ス

専門分野：
高エネルギ

ー原子核実
験物理学

荻野 雅紀
 （OGINO Masanori）

大学院工学
研究科修士

  課程電子
情報学専攻

2018年修
了

現職：東京大
学理学  系研

究科原子核
科学研究セ

ンター

ALICE 実
験

　ALICE
実験では原

子核同士を
ほぼ光の速

さで衝突さ
せて、

ビッグバン
直後の超々

高温だった
頃の「宇宙

のはじまり
」を再現す

ることで、宇
宙と物質の

成り立ちの
謎を探って

きました。本
学は、

得意とする
センサー・

電子回路・
集積回路の

技術によっ
てこの研

究を成功に
結びつけま

した。あらゆ
る技術を駆

使して自然
の理解

を推し進め
たことが受

賞につなが
ったという

のは、研究
者にとっ

て大きな励
みになりま

す。

濱垣 秀樹
新技術創成

研究所 基礎
科学部門

研究分野：
高エネルギ

ー原子核物
理実験、

量子計測技
術

大学院生（
当時）受賞

者

日商アソシエ
イトマスター

［カリキ
ュラムに

日商アソ
シエイトマ

スター認
定制度を

導入］

※1 1942年12月22日設立
※2　シーサイドキャンパスと
　　  グリーンヒルキャンパスの合計面積（170,178.37㎡）
※3　2025年5月1日現在（卒業生は累計）
※4　令和6年度卒業者（学部）
※5　株式会社帝国データバンク『特別企画：長崎県の社長年齢分析（2020年）』
※6　2024年度までの累計
※7　2024年度の合格率
※8　大学ファクトブック2025
　（一般社団法人 日本経済団体連合会 経済産業省 文部科学省）

※9　クラリベイト社のデータベースの物理学分野で被引用数が世界トップ10％に入る論文
　　   （2011年～2020年出版）の数を大学ごとに集計したランキングのトップ100
　　   （科学雑誌 Newton 2021年5月号（ニュートンプレス））
※10　クラリベイト社のデータベースの理工系19 分野で被引用数が
　　   世界トップ10％に入る論文（2011年～2020年出版）の数を
　　   大学ごとに集計したランキングのトップ100
　　   （科学雑誌 Newton 2021年5月号（ ニュートンプレス））

CERN研究
所写真提供

Breakt
hrou

gh P
rize

ブレークスル
ー賞

ブレークスル
ー賞

（HAMA
GAKI Hid

eki）

 特命教授

「社会を変
える力を、未

来を創る人
材に。」特集Close-up People

文理を超え、

情報を自在に操る今。

　理工系大
学として長

い伝統を誇
る本学では

、AIや

データサイ
エンスを学

ぶための先
進的な環境

が整って

います。1年
生向けのカ

リキュラムに
は、「情報基

礎」「AI

リテラシー
」「データ解

析基礎演習
」「データサ

イエンス

概論A」「デ
ータサイエ

ンス概論B
」があり、こ

れらの科目

を履修する
ことで、AI・

データサイ
エンスを学

びながら、さ
らにPC検

定3級（日本
商工会議所

）

の受験に必
要な「文書

作成」「デー
タ活用」「プ

レゼン資料
作成」のス

キルを磨く
ことができ

ま

す。また、高
校生はこれ

らの科目を
先取りして

単位を修得
し、その学

修成果を総
合型選抜試

験

のアピール
ポイントに

活用するこ
とで、本学へ

の受験につ
なげていく

ことができ
ます。

環境省公募
事業

［長崎市
、ドコモ、

NXTECと
協力］

エネルギー革新が切り拓く、

持続可能な未来。

　地域にお
けるカーボ

ンニュートラ
ルの達成や

エネルギー
消費の効率

化を通じて
、学生に

エネルギー
管理の重要

性を伝え、全
国規模での

スマートエ
ネルギーを

実現するた
めの商品

やサービス
のモデルケ

ースを構築
します。

https://n
ias.ac.jp/

news/arc
hives/31

09●▶

共同研究講
座

［海外・県
内外企業

の4社と開
設］

理論と実践を融合

させたキャリア教育。

　共同研究
および共同

研究講座を
通じて技術

者との交流
を深め、

学生一人ひ
とりの将来

を見据えた
、きめ細か

なキャリア
教育（イン

ターンシップ
）を実施しま

す。

【企業】

ニチコン（株
）、東部重工

業（株）、愛
三工業（株

）、

ヌヴォトン 
テクノロジー

ジャパン（株
）

https://w
ww.nias.a

c.jp/ciga
c/●▶

国際共同研
究

［8大学・
1機構と国

際連携］

長崎から世界へ

グローバルな学び。

　CERN（
欧州原子核

研究機構）
に修士課程

の学生を派
遣し、

課題設定か
ら修士論文

作成まで一
貫して指導

を行います
。

【連携】

トリノ工科
大学（イタリ

ア）、スイス
連邦工科大

学チューリ
ッヒ

(ETH)（スイ
ス）、欧州原

子核研究機
構(CERN)（

スイス）、ハ
イ

デルベルグ
大学・アー

ヘン工科大
学（ドイツ）

、オールボ
ー大

学（デンマ
ーク）、デル

フト工科大
学（オランダ

）、

カリフォルニ
ア工科大学

・トロント大
学（アメリカ

）

https://w
ww.iist.n

ias.ac.jp/
divisiona

lresearch
#section

_4&gsc.t
ab=0●▶

グリーン・デ
ジタル産業

分野教育協
議会

［県内外
企業28社

が参画］
企業のニーズを反映した

実践的な教育モデル。

　地域企業
や産業界と

連携し、今
後成長が期

待され

る分野で活
躍できる人

材を育成す
るための教

育カリ

キュラムと授
業計画を策

定します。

【企業】

愛三工業（
株）、イサハ

ヤ電子（株
）、（株）エレ

ナ、NTTア
ドバンステ

クノロジ（株
）、（株）NT

Tドコモ、

NTTデバ
イスクロス

テクノロジ（
株）、NTT

西日本（株
）長崎支店

、（株）QT
net、京セ

ラ（株）、

協 和 機 電
工 業（ 株

）、（ 株 ）
シーエー

シー、（ 株
）商船三

井、新電
元工業（

株）、

伸和コント
ロールズ（

株）九州事
業所、ソニ

ーセミコン
ダクタマニ

ュファクチ
ャリング（

株）、

大成建設（
株）、（株）

ディーソル
、（株）TM

EIC、（株）
デンソーテ

ン、長崎ト
ヨペット（株

）、

ニチコン（
株）、NITT

OKU（株）
、ヌヴォトン

テクノロジ
ージャパン（

株）、ブラザ
ー工業（株

）、

（ 株 ）P
A L 構 造

、（ 株 ）日
立 製 作 所

、不 動 技
研 工 業（

株 ）、ロー
ム（ 株 ）

https://n
ias.ac.jp/

news/arc
hives/31

17●▶

詳しくは▼ 詳しくは▼

※3

※2

※3

※7

※3

※10

※5

※9

※8

※1

※4

『リアル』な「今」

詳しくは▼

詳しくは▼

詳しくは▼

プロジェクト
在籍時

本学在学中の
第1種ME 技術実力
検定試験の合格

※6

全国

全国

全国

　米国グー
グル創業者

らが設立し
た科学賞「

ブレークスル
ー賞」が4月

5 日発表さ
れ、

基礎物理学
部門で、本

学の工学研
究科大山健

教授（副学
長）が日本グ

ループの

代表をつとめ
るALICE実

験をはじめ、
ATLAS 実

験など4 つの
チームが共

同で受賞
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「N7WAY」

　多様な大学入試制度に対応するため、そして変化に富む現代社会で自立し、自分らしく生きるための力
の育成を目標としています。　

　朝のＳＨＲ前の短時間で担当教員が配信した課題に取り組み、学力向上を図ります。運動
部の生徒も多く、限られた時間を有効活用しメリハリのある生活を送っています。コース授

業では、検定に向けた学習、模試や受験対策としての演習を実施。また大学入試
対策、大学進学後の学びにつながる探究を取り入れています。疑問や課題を

見つけ、情報を検索し考察を深める。自らの見解や主張を明確にし、他
者に正確に伝える。そのような力の育成を目指し、先日は「世界の

食糧問題に関する『ユース会議』に提供するランチメニュー」
をテーマにプレゼンテーション大会を行いました。

「N7WAY」とは?
高大一貫教育システム。今までの普通科、工業科、商業科などの枠組みを超え、
　   予測不可能な時代を見据え、多様性の視点から創造性を構築する次世代型キャリア教育

長崎総合科学大学［4年間］

長崎総合科学大学附属高等学校［3年間］

令和6年度（2024年度）における財務状況は、
本学のホームページでご確認いただけます。

学校法人長崎総合科学大学 「未来創造寄付金」

（グリーン・デジタル研究拠点の形成）
長崎総合科学大学10年ビジョンⅡ-2024

長崎総合科学大学 財務班 未来創造寄付金担当
TEL.095-838-5118  FAX.095-839-0584
E-mail mkifu＠NiAS.ac.jp

～寄付金のお願い～

　ご寄付いただきました方々への感謝の意
を込めまして、ご芳名を本学ホームページに
掲載させていただきます。
本寄付金の募集につきましては、引き続き
皆様の一層のご支援とご協力を賜りたく、
よろしくお願い申し上げます。

① 新学部（先端工学部（仮称））の開設の記念事業
② 既存施設の再活用に係る支援（体育館等の耐震化など）

　学びを止めることなく、安心して学業に
専念させることができるよう、ご支援を
お願いいたします。

【ご寄付の方法】

【申し込み方法】

【 ご　注　意 】

「クレジットカード決済」、「コンビニエンスストア決済」、「インターネットバンキング決済(Pay-easy）」から決済方
法をお選びいただけます。

ご寄付の決済代行を委託している株式会社エフレジの専用サイトに移動後、利用方法や注意事項をご確認の
うえ、手続きをお願いいたします。

クレジットカード決済でお申し込みいただいた際の領収証の日付は、申込日ではなく、寄付金が決済代行会社
から本学へ入金された日（お申し込み日の翌月最終営業日）となります。そのため、12月にお申し込みいただいた
ご寄付は翌年のご寄付として取扱いますので、税の優遇措置の申告を予定されている場合はご留意願います。

https://www.nias.ac.jp/administration/publicinfo/mkifu

https://nias.ac.jp/administration/publicinfo/mkifu#bge-kihuannai

未来創造寄付金

https://www.nias.ac.jp/mkifuitiran

https://nias.ac.jp/administration/publicinfo/estimate

文理ハイブリットコース

令和6年度（2024年度）法人の財務状況 寄付のお申し込み・お問い合わせ

　本学の強みであるグリーン・デジタルの教育・研究機能を活かしたグリーン・デジタル研究拠点の形成を目指した
10年ビジョンとして、令和6年3月に策定しました。本ビジョンでは、国の事業であるデジタル・グリーン等の成長分野
をけん引する高度専門人材の育成（大学・高専機能強化支援事業）にも取り組んでおり、令和9年度には、国からの財
政支援により、新学部「先端工学部（仮称）」を開設し、さらに大学院の拡充を目指して、社会が求めるグリーン・デジタ
ルに強い人材育成に取り組んでまいります。

寄付者ご芳名

寄付者ご芳名

　インターネットを通じて寄付を行うことができます。また、「寄付申込書」を使用して銀行や郵便局での振込
も可能です。皆様のご理解とご支援を心よりお願い申し上げます。

インターネットによるご寄付

「未来創造寄付金」のお申し込み

10年ビジョンによるキャンパス整備計画による募集学生生活の経済支援

研究教育High school
   Information

【芳賀恵斗主将のコメント】
　私たちの代は、結果が出ず、新人戦では決勝まで
行けたものの負けてしまいました。高総体では、何と
してでも優勝しないといけない中、チームが一つにな
りました。そして、色々な方々のサポートやたくさんの
応援があったので優勝することができました。
　優勝した時こそ、チーム全体を締めなければならないので、もう一度気を引き締めて全国大会に
臨みたいと思います。

　昨年度より文部科学省の「ＤＸハイスクール（高等学校ＤＸ加速化推進事業）」に採択されており、次世
代の学びを実践するために、革新的な取り組みを展開しています。昨年度は「デジタルものづくりラボ」を設
置し、３Ｄプリンター、レーザカッター、３Ｄスキャナーなどの最先端の技術を活用した創造的な学びの場を
提供しました。今年度は、生成ＡＩ等を活用した教育とスポーツデータサイエンスの研究に着手します。 生
成ＡＩの活用では、生徒たちが最前線のテクノロジーを学び、創造的な思考を育むことを目指し、スポーツ
データサイエンスでは、データを駆使した分析を通じて、競技力向上や健康管理に役立てることを目標に
しています。これらの挑戦を通じて、未来を切り拓く力を育て、社会に貢献できる人材を育成していきます。

　ご縁に預かり、本
年度第13代校長に
着任しました下釜と
申します。よろしくお願い致します。
　さて、大学では現在、新学部・新キャンパス設置構
想が進められていますが、これと時を違えず附属高校
も不易と流行を見極め、更なる旋風を巻き起こすべく
勢いを大事にしたいと思います。幸いにも本校の生徒
たちの表情は生き生きとして、その瞳は輝いています。
今後の附属高校生の活躍にご注目ください。

附属高等学校ニュース

長崎県高総体
サッカー競技 

セーリング競技
学校対抗

ＤＸハイスクール事業継続

長総大は変
わる。新大学院・

新学部構想

新キャンパ
ス

新学部設
置

大学院強
化 未来創造

寄付金

決勝 2対０で鎮西学院高校を破り、
3年ぶり6回目の優勝を果たしました。（6月6日）

男子４２０級
第１位　塩田　到・林　莉央　組
男子シングルハンダー級
第１位　遠藤　優人

長崎総合科学大学
附属高等学校校長
下釡 祐保

優勝

優勝
文部科学省事業（継続2年目） 未来のデジタル人材育成

❶文部科学省「ＤＸハイスクール（高等学校ＤＸ加速化推進事業）」
❷公益財団法人ＪＫＡ「新世紀未来創造プロジェクト」
❸独立行政法人工業所有権情報・研修館（ＩＮＰＩＴ）「知財力開発校支援事業」
❹公益財団法人中谷財団「科学教育振興助成【個別校】」

２０２５年度
補助事業

DIGITAL TRANSFORMATION
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Times

　

3
月 

18
日
、大
学
院
学
位
記
授
与

式
・
学
部
卒
業
式
・
別
科
修
了
式
が
本

学
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館

に
て
挙
行
さ
れ
、博
士
課
程
3
名
、修

士
課
程
9
名
、工
学
部 

91
名
、総
合
情

報
学
部 

62
名
、別
科
日
本
語
研
修
課
程 

22
名
の
卒
業
生
が
、将
来
へ
の
夢
と
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、そ
れ
ぞ
れ
の
世

界
へ
向
け
て
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

黒
川
不
二
雄
学
長
よ
り
学
位
記
、卒

業
証
書
、修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、式

辞
で
、「
若
者
は
、自
分
の
選
ん
だ
道
を
進
み
、

技
術
者
や
研
究
者
、経
営
者
と
し
て
成
功
す
る

こ
と
を
夢
見
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、社
長
に
な

る
た
め
に
は
、ま
ず
新
入
社
員
と
し
て
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
、そ
の
中
で
優
れ
た
人

材
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
昇
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。こ
の
よ
う
に
、段
階
を
踏
ん
で
仕
事
を

極
め
る
こ
と
が
、キ
ャ
リ
ア
の
成
長
に
繋
が
り

ま
す
。ス
テ
ッ
プ
を
上
が
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗

感
が
あ
る
一
方
で
、上
昇
す
る
こ
と
で
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
選
択
で
き
る
楽
し
さ
も
存
在

し
ま
す
。未
来
に
は
輝
か
し
い
可
能
性
が
広

が
っ
て
お
り
、夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
大
志

を
抱
く
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、身
の
丈
を

超
え
た
野
望
を
持
つ
こ
と
で
、人
生
を
よ
り
豊

か
に
楽
し
む
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。」と
卒
業

生
に
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

4
月 

12
日
、グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育

館
で
新
入
生
歓
迎
会
を

開
催
し
ま
し
た
。新
入
生

歓
迎
会
は
、学
生
自
治
会

執
行
員
会
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
、自
治
会
の

学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
お
よ
び
運
営
し
、

会
場
に
は
体
育
会
や
文

化
会
の
部
活
、サ
ー
ク
ル
、

同
好
会
の
ブ
ー
ス
が
並

び
、各
団
体
の
紹
介
や
音

系
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
、豪
華
な
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り

ま
し
た
。

　
「
本
学
の
新
た
な
一
員
と
し
て
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る

た
め
に
、新
入
生
歓
迎
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、「
ど

う
す
れ
ば
新
入
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
」を
何
度

も
考
え
、企
画
や
準
備
に
多
く
の
時
間
を
か
け
ま
し

た
。準
備
の
中
で
は
、参
加
者
目
線
に
立
っ
て
内
容
を

見
直
す
こ
と
や
、限
ら
れ
た
予
算
・
時
間
の
中
で
工
夫

す
る
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。当
日
、新
入
生

の
笑
顔
や
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
た
と
き
は
、大
き
な
達

成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
大

学
生
活
の
中
で
、時
に
困
難
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、ど
う
か
一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。私
た

ち
学
生
自
治
会
が
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。多
く
の
こ

と
に
挑
戦
し
つ
つ
、自
分
ら
し

い
大
学
生
活
を
築
い
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。」学
生
自
治
会
執

行
員
会
委
員
長 

岩
佐 

武
さ

ん（
総
合
情
報
学
部
総
合
情
報

学
科
知
能
情
報
コ
ー
ス 

2
年
） 令

和
6
年
度

学
位
記
授
与
式
・

卒
業
式
・
修
了
式

よ
う
こ
そ
長
総
大
へ

新
入
生
歓
迎
会

2
0
2
5
年
度 

第
1
回
・
2
回
オ
ー
プン
キャンパス
開
催

　5月28日、本学の121多目的室にて「NiASプロジェクト」のプレゼンテーション審査
が行われました。このプロジェクトは、学生から挑戦したい企画や研究を募集し、審
査で選ばれたものを大学が支援することで、夢の実現をサポートする取り組みです。
選ばれたプロジェクトは、顧問の指導のもとで全国規模の大会に参加したり、「造大
祭」で展示発表を行うなどの活動が行われます。
　今年度は17チームがエントリーし、そのうち15チームが「NiASプロジェクト」として
認定され、大学のサポートを受けて活動を開始します。

　

5
月 

18
日
と
6
月 

29
日
、本
学
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
、工
学
部
お
よ
び
総
合
情
報
学
部
の
コ
ー
ス
学
生
が
来

場
し
た
高
校
生
や
保
護
者
の
方
々
に
対
し
、各
コ
ー
ス
で

学
べ
る
専
門
分
野
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
て
紹
介
し
、

質
問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
ま
し
た
。ま
た
、コ
ー
ス
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
研
究
紹
介
や
設
備
見
学
、体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。併

せ
て
、保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
、就
職
状
況
や
奨
学
金

制
度
、一
人
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
進
学
相

談
会
も
行
い
ま
し
た
。当
日
の
運
営
に
は
多
く
の
学
生
が

関
わ
り
、受
付
業
務
や
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
司

会
、イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
案
内
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

積
極
的
に
活
躍
し
ま
し
た
。

Nias Project Start!

2024年度 建築学海外研修 建築学コース
　工学部工学科建築学コースでは、近現代建築やまちづくりを学ぶ授業の一環として、約7～10日間
にわたり海外の建築物を見学し、建築の幅広さと奥深さを実地で学ぶ「建築学海外研修」を実施して
います。
　本年度は、9月20日から24日までの5日間、韓国にて田中翔大講師の引率のもと、学生たち（3年
生）は昌徳宮、宗廟、水原華城、ミュージアムSAN、フラワーガーデン、ウォーターガーデン、東大門デザ
インプラザなど、韓国を代表する建築物を訪れ、「建築学海外研修」を実施しました。

　1月24日に開催された研修報告会では、「特に採光計画
に関して、自然光やガラスの反射を巧みに取り入れた建築
の工夫を学ぶことができました。また、曲線を多用した建築
や、日本ではなかなか実現が難しい独特なデザインの建物
を実際に見ることができ、大変刺激を受けました。これらの
体験を通して建築に対する見識を深めることができ、今後の
設計においてどのような工夫を凝らすべきかを考える貴重な
機会となりました。」と、学生が研修を振り返り報告しました。

サイバー犯罪講義 マネジメント工学コース
　5月13日、マネジメント工学コースの1年生から4年生
を対象にした「Mプロジェクト（専門科目 総合）」の授業
において、長崎県警察本部生活安全部サイバー犯罪対
策課の警察官による講義が行われました。「Mプロジェ
クト」は、マネジメント工学コースの工学実践科目として、
学生が自らの考えを整理して発信し、これまでに得た知
識と技能を活用して実践的なマネジメント工学の知識
を習得する授業です。今回の講義では、「『闇バイト』から自分や家族を守るために」というテーマ
で、闇バイトの応募から逮捕されるまでの流れや、その特性、適用される犯罪と刑罰、さらに被害者

の声について警察官から詳しく説明を受けま
した。その後、学生は8つのチームに分かれ、
SNSを利用する際の危険性を学び、被害を防
ぐための対策についてワークショップを実施し
ました。

施設整備の実施状況

活動報告はこちら
2024 年度 NiAS プロジェクト

　

4
月
2
日
、入
学
式
を
本
学
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
に
て
挙
行
し
、

大
学
院
、学
部
、別
科
あ
わ
せ
て
2
2
8

名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

工
学
部
工
学
科
電
気
電
子
工
学
コ
ー

ス
の
青
野
紗
寿
さ
ん
は
、入
学
学
部
生
代

表
の
あ
い
さ
つ
で
、「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
大

学
生
活
に
は
大
き
な
期
待
と
同
時
に
多

少
の
不
安
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
夢
や
目
標
の
逹
成
に
向
け
て
、懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。一
期
一
会
、

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

ま
た
、選
挙
権
を
持
つ
一
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、大
学
生
活
を
豊

か
で
価
値
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を

担
う
一
人
と
し
て
、社
会
に
貢
献
す
る
力

を
つ
け
て
い
き
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

学生自治会代表祝辞
学生自治会執行員会委員長
岩佐 武さん
（総合情報学部知能情報コース2年）

学部生代表 青野 紗寿さん
（工学部 電気電子工学コース）

入学生代表宣誓
宮﨑 紀花さん
（工学部 建築学コース）

入学生代表挨拶
大学院生代表 白濱 武琉さん
（工学研究科 修士課程 電子情報学専攻）

令
和
７
年
度 

入
学
式

工学部工学科

船舶工学コース 機械工学コース 建築学コース 電気電子工学コース 医療工学コース

総合情報学部総合情報学科

知能情報コース

別科日本語研修課程

マネジメント工学コース 生命環境工学コース

2024年度 企業研究セミナーを開催
　2月14日、平安閣サンプリエール（長崎市）において、企業研究セミナーを開催
いたしました。企業セミナーは、3月から始まる本格的な就職活動に先立ち、全国
から48社の多様な業種の企業様にご参加いただき、学生に対して業界や企業と
触れ合う機会を提供し、セミナーを通じて社会人としての準備を整える機会の提
供と就職活動を支援することを目的としています。株式会社マイナビ　就職情報
事業本部　大学広報統括部　西日本統括部統括部長の坂田隆氏に『「就活直
前講座」～就活スタートについて～』というテーマでご講演いただきました。

2025年度
NiASプロジェクト始動！

●本館1階学生オープンスペース：休憩室の移転拡大
●トイレの改修工事：男子トイレ1号館4・5・7階、
　3号館3階、体育館2階。女子トイレ1号館3階、
　8号館1階、体育館2階
●体育館柱脚補強工事、体育館通路改修工事
●附属高校校舎外壁改修工事、
　別館16屋根改修工事 
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オ
ー
プン

　
イ
ノベー
ション

地
域
活
動

ネ
ー
ミン
グ

　
　

 

ラ
イ
ツ

　1888年に電気学術の調査・研究と広報・普及を目的に創立された電気学会は、電気・電子・情
報通信とその関連分野技術の見識に優れ，責任ある立場で長年にわたり指導的役割を果たし、社
会および同学会の発展に顕著な貢献をなした会員（正員）総数の3%にフェローの称号を授与して
います。
　令和6年度電気学会（IEEJ）フェローとして、黒川学長及び廣瀬副学長が認定され、2025年6月2日
に開催された電気学会 第113回通常総会においてフェロー認定者が表彰されました。

　本学と愛知県大府市に本社を構える
愛三工業株式会社は、カーボンニュート
ラルの実現に向け、電気自動車（EV）に
搭載される高効率電力変換器およびそ
の制御技術の研究開発を目的とした共
同研究講座を開設しました。本共同研
究講座では、次世代のEV向け電力変
換技術に関する最先端の研究を推進
し、エネルギー効率の向上と持続可能な
社会の実現に貢献することを目指します。

　長崎総合科学大学は、本学内の活性化ならびに事業者と連携する
機会を拡大すると共に、本学の教育環境の向上を図ることを目的とし
て、ネーミングライツパートナー制度を導入しました。
　この度、学内の審査を経て、株式会社名村造船所がネーミングライ
ツ・パートナーに選出され、2025年4月1日から2027年3月31日まで、本学
食堂の愛称が『Kitchen NAMURA（キッチン ナムラ）』となります。また、
1号館5階自習室は『NAMURA Study Room（ナムラ スタディルーム）』
の愛称で、学生が自由に学習できるスペースになります。

　教育思想史学会において、共通教
育部門の安道健太郎講師が「第21
回教育思想史学会奨励賞」を受賞
しました。教育思想史学会奨励賞は、
今後、教育思想史研究を担っていく
ことが期待される、比較的研究歴の
浅い、将来性と可能性に富んだ研究
者に贈られるものです。

NiAS TOPICS
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0505 0606
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0202 0303

黒川不二雄学長と廣瀬圭一副学長が
「電気学会 フェロー（IEEJ FELLOW）」を授与

愛三工業株式会社と電気自動車（EV）に
搭載される高効率電力変換器および
その制御技術の研究開発に関する
共同研究講座を開設

　本学と京都府長岡京市に本
社を構えるヌヴォトン テクノロ
ジージャパン株式会社は、共同
研究講座を開設しました。本講
座では、世界初のパワーエレクトロニクス制御に
特化した研究・人材育成拠点を形成し、高速か
つ高性能な次世代プロセッサの開発と関連分野
の人材育成を進めます。また、パワーエレクトロニク
ス機器のデジタル化を促進し、持続可能で豊か
な社会の実現に貢献することを目指します。

ヌヴォトン テクノロジージャパン株式会社と
未来のエネルギーを支える
パワーエレクトロニクス制御に関する
共同研究講座を開設

株式会社名村造船所と
ネーミングライツ・パートナーを締結

本学学生と地域住民が伊王島で海岸清掃活動を実施
～海洋環境保全を意識した地域連携の取り組み～

　輿水進氏は1942年東京生まれ。1966年、高校の修学旅行で訪れた長崎に魅了され、1968年に長崎造船大学
建築学科へ進学。岡藤良敬先生の講義を機に中島川流域の旧市街を撮影し始め、以後50年にわたり長崎市街の
景観を記録し続けました。2019年に撮影を一区切りとし、2020年から写真の整理を開始。その成果としてプライベート
写真集『中島川水系の景観と橋梁群 1968～2024』を出版し、母校・長崎総合科学大学附属図書館に寄贈されま
した。
　このたびは、長年にわたり撮影・記録されてこられた貴重な写真集をご恵贈賜り、誠にありがとうございました。

　7月6日、本学学生と伊王島の地域住民が伊王島馬込漁港にて海岸清掃活動を行いました。本活動
は、伊王島のNPOおよび西彼南部漁業協同組合の協力のもと、波打ち際で見つかる「海ゴミ」を集める
ことを通じて、海洋ゴミ問題への理解を促進し、海洋環境保全への意識を深めることを目的としています。
　清掃活動では、参加者が海岸の美化に取り組むとともに、海洋
ゴミの現状に直面し、その保護の重要性を実感しました。活動を
通じて、地域住民と本学学生が共に海洋環境に対する関心を高
め、環境保全に向けた意識を共有し、地域に根差した継続的な
教育活動となっています。

写真集「中島川水系の景観と橋梁群 1968～2024」輿水 進

教育思想史学会奨励賞を受賞
安道 健太郎 講師（共通教育部門 教職課程）

黒川 不二雄 学長

安道 健太郎 講師

土居 二人 講師

　2025年5月17日～18日にグランキューブ大阪で開催された「第35
回日本臨床工学会」において、「第8回医工連携Award」が行われ、
土居二人講師が開発した「呼吸器内科医監修新型人工肺」が優
秀賞を受賞しました。
　【土居二人講師】 呼吸器内科医と共に開発した新型人工肺は、
感染防止機能を備え、呼吸器回路内への汚染リスクを大幅に低減
します。また、在宅や慢性期の人工呼吸器装着患者様が、安心して
治療を続けられる環境を支えます。「この人工肺があったから、家族
と穏やかな時間を過ごせた」そんな言葉が、私たちの開発の原動力
です。これからも命と生活に寄り添う医療機器を研究していきます。

「医工連携Award」優秀賞を受賞
土居 二人 講師（工学部 医療工学コース）

廣瀬 圭一 副学長

寄　

贈

◎ネーミングライツパートナー
　制度に関するお問い合わせ 長崎総合科学大学 財務部 管財班  Tel.095-838-5114
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廣瀬  圭一
ひろせ　けいいち

【所属】副学長（研究）、
設置準備室長、オープ
ンイノベーション長

【抱負】人生初の九州
生活ですが、大学や長
崎・地域に貢献できるよ
う頑張ります。

髙木  智士
たかぎ　   さとし

【所属】工学部 船舶工
学コース 助教

【抱負】何事も全力投
球で取り組みます。よろ
しくお願い致します。

野尻　愛子
のじり　　あいこ

【所属】総務部総務企
画班

【抱負】常に笑顔を絶や
さず、速やかな対応を心
がけ、日々努力していく
所存です。

坂井  あづみ
さかい            

【所属】総合情報学部
知能情報コース 講師

【抱負】長崎での新生活
と理学系から工学系へ
と大きな環境の変化が
ありました。学生と共に
成長できるよう頑張りま
す！

【所属】附属高等学校
常勤講師

【抱負】若い生徒たち
の徳の可能性を引き
出したい。

松田  寛壱
まつだ  かんいち

【所属】附属高等学校 
常勤講師

【抱負】忙しい毎日です
が、１日１日を大切に、生
徒が良かったと言える
学校生活を送れるよう
頑張ります。

深江  一輝
ふかえ  　かずき

【所属】総合情報学部 
知能情報コース 講師

【抱負】卒業後の将来に
繋がる研究活動・経験
を学生の皆さんと一緒
に楽しみながら進めた
いと思いますので、よろ
しくお願いいたします。

【所属】教育研究支援
部 部長、キャリアセン
ター長

【抱負】学生の”より良い
キャリアの実現”と本学
の発展に貢献したいで
す。

土屋　守人
つちや　  もりひと

【所属】総務部次長・設
置準備室次長

【抱負】新学部の設置に
向けて微力ながら少し
でもお役に立てるように
頑張りたいと思います。
どうぞよろしくお願いしま
す。

下釡   祐保
しもがま　  さちほ

【所属】附属高等学校 
校長

【抱負】次の時代の主役
たちからエネルギーをも
らい『明るく、楽しく、元
気よく』仕事をしていき
たいと思います。

宮﨑  小雪
みやざき 　こゆき

野口 純弘
のぐち　すみひろ

【所属】総務部改革総
合支援班

【抱負】見るもの聞くのも
すべてが新しく戸惑うこ
とも多々ありますが、一
日も早く慣れて皆さんの
お役に立てるよう頑張り
ます！

野口 亜莉沙
のぐち 　  ありさ

【所属】学生支援部留
学生センター

【抱負】文化や言語の違
いを越えて、心の通う支
援を心がけていきますの
で、どんなことでも遠慮
せずご相談ください。どう
ぞよろしくお願いします。

中尾  美空
なかお　　み く

【所属】教育研究支援
部入学支援センター

【抱負】先生方や生徒の
皆様のサポートをし、本
学の発展に貢献できる
よう精一杯頑張ります。

永田　博
ながた　ひろし

窄中  義智
さこなか　よしとも

【所属】学生支援部学
習支援センター

【抱負】学生の皆さん、
人生は出会いと挑戦で
す。興味のあることに挑
み、相談も気軽にどう
ぞ。
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論文名：「アドルノのプロパガンダ研究における社会的啓蒙の構想
　　　　　　　　　　――民主的リーダーシップ概念に注目して」
掲載雑誌：『教育学研究』第89巻第4号、2022年12月

依田 憲 教授 伊藤 真 講師 大坂 桃子さん

持田 浩治 教授 大庭 伸也 准教授 会場の様子

小山 雄資 准教授 橋本 彼路子 教授

住吉 大河 さん 大町 清次郎 氏

松尾　真
まつお　  まこと

【所属】附属高等学校 
事務長

【抱負】生徒の皆さんが
充実した高校生活を送
れるよう、先生方と協同
して業務に尽力したい
と思います。どうぞよろし
くお願いいたします。　
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